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浅間山地震観測網で観測された地震回数の時間変化

2004年活動後に低下傾向にある総地震数は2006年7月以降はほぼ停滞していたが、2007年9月から更に減

少し、その状態を継続している。静穏期のレベルまでは落ちていないが、地震活動は全体的に低調である。

2004年活動以降減少・停滞傾向にあるA型地震は、小さなものが時々発生する程度であり、引き続き低調な
状態が続く．前回2008年2月から現在までは、N型地震の若干の発生以外に特筆すべきことは無い。

浅間山

1995年1月以降の月別回数．
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